
長岡技科大・機械系
平成２６年度 技学セミナー

日本機械学会北陸信越支部 特別講演会
「技学セミナー：イノベーション人材育成のための新しい教育」
場所：マルチメディアシステムセンター

講演 「秋田高専での共同教育事業の取り組み」

講師 秋田工業高等専門学校物質工学科
准教授 丸山耕一

（秋田高専共同教育WG）



はじめに

☑ 秋田高専の”人ネットワーク”と
地域イノベーションを皆様の力で実現を！

☑ 高専機構・特別教育研究経費「企業技術者等活用経費」

モデルコアカリキュラムの導入加速と質保証推進のための
教育コーディネーターを活用した教育プログラムの開発と実践

(25年度新規採択・26年度継続）
☑ 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に よ る人 ネ ッ ト ワ ー ク 形 成

副題 高専卒業生を活用した地域産業の活性化

☑ 秋田高専共同教育WG （平成25年8月設立）



☑ Coop教育、協同教育、共同教育、産学共同（協同）

広くは産業界と学校とが協同して事業を行うことを産学協同とい
い，教育，研究に関する協同事業がよく知られている。教育面で
の産学協同は，アメリカのH.Schneider(1872‐1939)の提唱に
よって1906年にはじめられ，co‐operative systemと呼ばれる。

共同教育とは

☑ 全国高専テクノフォーラム

第1回
平成15年8月25-26日

釧路高専 『産学官協力に向け全国高専はいかに連携するか』

第2回
平成16年7月20-21日

宮城高専 『産学官連携における高専間連携』

第3回
平成17年8月22-23日

豊田高専
『Co-operative Education(共同教育)を見据えた

産学官連携・地域連携』

第4回
平成18年7月20-21日

長岡高専 『産学官連携・地域連携を通した共同教育』

第5回
平成19年8月9-10日

奈良高専 『産学官連携・地域連携におけるヒューマンネットワーク』

第6回
平成20年8月20-21日

呉高専
『地域イノベーションの創出をめざして

－産学官連携・地域連携の新たな展開－』



KOSENでは

☑ 阿南高専の共同教育事業 「企業技術者を活用したテーマ完結型コーオプ教育」

☑ 仙台高専のCOOP教育センター（学生参加型共同研究、社会人教育等）

☑ 鶴岡高専の地域密着型COOP教育（長期インターンシップ）



KOSENではAkita





学内WGの整備
従来の産学連携からの接続

教務委員会

技術教育支援センター

地域共同テクノセンター
運営委員会
専門部会
センターコーディネーター
地域活性化協力委員

産学協力会

教育コーディネーター

産学協力会会員企業・県内企業
県内外秋田高専OB
秋田高専同窓会メトロポリタン支部会員
秋田県庁・関連機構

秋田高専共同教育WG

共同教育事業HP(http://akita-nct.coop-edu.jp/) 開設 ⇒ シーズ公開



講義型共同教育/リフレッシュ研修会
１．秋田高専第１回共同教育講演会（平成２５年１０月２日開催）

講師：畠中環境カウンセラー事務所・代表・畠中 豊 氏（機械工学科４期生）
題目：仕事を選ぶか、会社を選ぶか
対象：本科３年生（約160名）





2．秋田高専第２回共同教育講演会（ 平成２５年１２月５日）
講師：株式会社MECARO・取締役・村上 信博 氏（機械工学科16期生）
題目：スパイラルマグナス風車の開発と事業化について
対象：専攻科１年生

4．秋田高専第３回共同教育講演会（ 平成２６年８月１日）
講師：（株）牧野フライス製作所・加工技術本部開発グループ難削材加工チーム・

武石 啓 氏（機械工学科40期生）
題目：業界最先端をゆくマシニングセンタと航空機構造部品加工技術
対象：機械工学科３年生・４年生・５年生

3．秋田高専第1回I C T活用研修会（ 平成２６年３月２５日）
講師：茨城大学工学部知能システム科・星野修教授（工業化学科８期生）
題目：計算論的脳科学研究
対象：本科３年生～専攻科２年生・教員・外部機関研究者・技術者等



講演会・研修会 ☑ VTR教材化 ＋ 評価システム



研究型共同教育
✔ 県内企業と本校教員・技術職員

による共同教育（卒業研究・特別研究）

実施計画 １年間 or 2年間の研究開発課題を募集
学生が主体的に従事し、将来の県内新
事業創出を視野とできる課題を選定
予算措置（100万円/1年）を予定

✔ 秋田高専インターンシップ制度を創設
卒業生による卒研生・特研生の指導補助
卒業生自身の研究能力研鑚

実施例 申込大学生 宇佐美 彬 氏
（金沢大学理工学域物質化学類３年生、

H.24 物質工学科卒業）
受入教員 丸山耕一（物質工学科）
受入期間 H.25 9/2 ～ H.25 9/27H.26 3
研修テーマ 導電性高分子への

磁性イオンドーピングの検討



人ネットワークにおける情報と人の流れ

Aターン

共同教育

県外秋田高専卒業生

県内企業・県内OB

質保証され
た卒業生

①

②

②③

③

③
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オープンデータ・ビックデータ

共同教育

（＝工学的アプローチ、秋田高専＋県内外技術者＋県庁関連）

＋ICT活用（Web会議システム、Web調査 等）ネットワーク形成

（＝社会学的アプローチ、長岡技科大・綿引宣道准教授）

＋オープンビックデータの情報検索・マイニング

（＝経営情報学的アプローチ、長岡技科大・湯川高志教授）

☑ ICT(Internet Communication Technology)

☑ 強力な教育テーマ発掘・評価ツール

☑ 科学的根拠のある産業と教育の一体化
プログラム・施策 提案

☑ Aターン、人材育成、技術改善、雇用促進
・・・ を加速



秋田県・秋田県内企業との連携

【官からの参加】
・秋田県産業労働部 雇用労働政策課
・秋田県企画振興部学術国際局 学術振興課
・秋田県産業技術センター
・公益財団法人 あきた企業活性化センター
・公益財団法人 秋田県ふるさと定住機構

平成26年度共同教育事業説明会（平成２６年５月２２日）

併催
～秋田高専第２回ICT活用研修会～
演題：「情報検索・マイニングについて」
講師：長岡技術科学大学工学部経営情報系

湯川 高志 教授

学内（写真並び順）
地域共同テクノセンター

センター長 駒木根隆士
副センター長 丸山耕一

副校長 野坂肇
技術長 伊藤恵
他



秋田高専共同教育研究会
１．秋田高専第１回共同教育研究会（平成２６年１月２5日開催）

開催場所：ベルサール八重洲
講演題目・講演者：

（１）「秋田県内の就職事情について」
講師：秋田県産業労働部雇用労働政策課・課長 保坂伸氏

（２）秋田高専がめざす地域連携
講師：秋田高専地域共同テクノ副センター長 丸山耕一

（３）秋田県における地域イノベーションの推進について
講師：秋田県企画振興部学術国際局学術振興課・主幹 鈴木英一氏

◎秋田高専OB１６名、秋田県内企業８社、VTRメッセージ発信４社
（※「秋田県合同就職説明会」および「Aターン就職面接会」と共催）

２．秋田高専第２回共同教育研究会（平成２６年６月１３日開催）
開催場所：カレッジプラザ
講演題目・講演者：

（１）「秋田高専共同教育事業成果と今後の計画」（丸山耕一）
（２）「Aターン就職の現状と支援施策について」

講師：秋田県産業労働部雇用政策課副主幹・佐藤 昌人 氏
（３）「秋田にAターンをして」

講師：株式会社宮盛 渋谷 卓広氏（秋田高専・物質工学科H13年卒)
（４）「Aターン採用の受け入れ態勢について」

講師：株式会社チバテクノ湯沢工場・取締役工場長 阿部 英夫氏

◎秋田県内企業1８社、VTRメッセージ発信6社





まとめにかえて
- 人ネットワーク構築とその教育効果 -

① 県内外卒業生と県内企業のご協力による共同教育の実施

共同教育研究会（県内と首都圏で開催、年４回）

講演会（低学年含む学生等に企業の風を！）

研修会（研究室学生＋県内若手技術者）

→県内外の“人”・“技術”のネットワーク構築

研究型共同教育（卒研・特研を企業の基礎研究テーマで実施）

→地域イノベーションのシーズ（“人”・“技術”）

② 共同教育によって得られるビックデータの情報検索・マイニング

→地域シーズとニーズの科学的発掘

→県外卒業生のAターン

③ 地域産業と一体化した共同教育システム・科学技術政策の定着

→質保証された人・技術を県内に共創


